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月　

日
第
４
回
古
平
町
議
会
定
例

12

20

会
が
開
催
さ
れ
、
議
案　

件
、
選
挙
１

17

件
、
意
見
案
３
件
、
陳
情
２
件
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
か
ら
新
た
に
３
ヶ
年
の

24

契
約
と
な
る
古
平
町
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
他
３
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

�
�
�
��
���

　

平
成　

年
度
古
平
町
一
般
会
計
補
正

23

予
算
（
第
４
号
）

【
要
旨
】
現
行
予
算
に
２
億
３
８
６
万

　

２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を　
３１

　

億
７
６
４
３
万
円
と
し
た
。

【
主
な
内
容
】

▼
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　

１
億
４
８
０
０
万
円
追
加

▼
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

負
担
金　

４
３
８
万
円
追
加　

▼
福
祉
灯
油
購
入
助
成
金　
　

　
　
　
　
　

３
５
０
万
円
追
加

▼
古
平
小
学
校
引
越
業
務
委
託
料　

　
　
　
　
　

４
２
０
万
円
追
加

▼
林
道
チ
ョ
ペ
タ
ン
線
災
害
復
旧
工
事

　

請
負
費　

４
１
７
８
万
円
追
加　

�
�
�
��
���

　

平
成　

年
度
古
平
町
国
民
健
康
保
険

23

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
要
旨
】
現
行
予
算
に
３
５
８
万
２
千

　

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
億
６

　

０
５
８
万
２
千
円
と
し
た
。

【
主
な
内
容
】　

▼
後
志
広
域
連
合
負
担
金　

　
　
　
　
　

３
６
６
万
７
千
円
追
加　

�
�
�
��
���

　

平
成　

年
度
古
平
町
後
期
高
齢
者
医

23

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
要
旨
】
現
行
予
算
か
ら　

万
３
千
円

６７

　

を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
６
１
４
８

　

万
９
千
円
と
し
た
。

【
主
な
内
容
】　

▼
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

　
　
　
　

万
４
千
円
減
額

７５

�
�
�
��
���

　

平
成　

年
度
古
平
町
簡
易
水
道
事
業

23

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
要
旨
】
現
行
予
算
に
１
０
３
０
万
９

　

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
億

　

９
０
３
０
万
９
千
円
と
し
た
。

【
主
な
内
容
】　

▼
簡
易
水
道
財
政
調
整
基
金
積
立
金　

　
　
　
　
　

９
４
３
万
１
千
円
追
加

�
�
�
��
���

　

平
成　

年
度
古
平
町
公
共
下
水
道
事

23

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
要
旨
】
現
行
予
算
に　

万
２
千
円
を

７４

　

追
加
し
、
予
算
総
額
を
２
億
８
３
１

　

０
万
１
千
円
と
し
た
。

【
主
な
内
容
】　

▼
職
員
給
料
等
２
３
４
万
５
千
円
追
加

▼
町
債
年
次
償
還
金
利
子

　
　
　
　
　
　

１
６
０
万
３
千
円
減
額

�
�
�
��
���

　

平
成　

年
度
古
平
町
介
護
保
険
サ
ー

23

ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

【
要
旨
】
現
行
予
算
に　

万
５
千
円
を

３５

　

追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
億
８
８
５

　

５
万
円
と
し
た
。

【
主
な
内
容
】　

▼
職
員
給
料
等　
　

万
５
千
円
追
加　

３５

�
�
�
��
���

　

古
平
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

【
要
旨
】
地
方
税
法
附
則
第　

条
の
改

42

　

正
に
よ
る
文
言
整
理

�
�
�
��
���

　

古
平
町
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

【
要
旨
】
毎
年
度
の
よ
う
に
改
定
し
て

　

い
る
国
の
基
準
額
表
や
保
育
単
価
に

　

準
じ
た
も
の
と
す
る
た
め
の
改
正

�
�
�
��
���

　

古
平
小
学
校
改
築
備
品
（
家
具
・
一

般
備
品
）
の
取
得
に
つ
い
て

【
要
旨
】
小
学
校
新
校
舎
に
お
け
る
備

　

品
購
入
（
家
具
・
一
般
備
品
）
に
つ

　

い
て
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
議
会
の

　

議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

�
�
�
��
���

　

古
平
小
学
校
改
築
備
品
（
音
響
・
Ｌ

Ａ
Ｎ
・
情
報
機
器
・
デ
ジ
タ
ル
教
材
）

の
取
得
に
つ
い
て

【
要
旨
】
小
学
校
新
校
舎
に
お
け
る
備

　

品
購
入
（
音
響
・
Ｌ
Ａ
Ｎ
・
情
報
機

　

器
・
デ
ジ
タ
ル
教
材
家
具
・
）
に
つ

　

い
て
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
議
会
の

　

議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

�
�
�
��
���

　

古
平
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
備
品
の

取
得
に
つ
い
て

【
要
旨
】
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
備
品
の

　

購
入
に
つ
い
て
地
方
自
治
法
に
基
づ

　

き
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

�
�
�
��
���

　

平
成　

年
古
平
小
学
校
改
築
工
事
請

22

負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

【
要
旨
】
仕
様
の
変
更
に
よ
る
設
計
変

　

更
を
行
っ
た
た
め
議
会
の
議
決
を
求

　

め
た
も
の
で
す
。

�
�
�
��
���

　

後
志
広
域
連
合
規
約
の
変
更
す
る
た

め
の
協
議
に
つ
い
て

【
要
旨
】
後
志
広
域
連
合
規
約
の
一
部

　

変
更
に
つ
い
て
地
方
自
治
法
第
２
９

　

１
条
の　

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議

11

　

決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

�
�
�
��
���

　

古
平
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
要
旨
】
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の

　

２
第
６
項
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を

　

求
め
た
も
の
で
す
。

【
内
容
】
古
平
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

指
定
管
理
者　

古
平
町
社
会
福
祉
協

　

議
会

�
�
�
��
���

　

古
平
町
あ
い
ら
ん
ど
広
場
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

【
要
旨
】
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の

�
�
�
�
�



3

　

２
第
６
項
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を

　

求
め
た
も
の
で
す
。

【
内
容
】
古
平
町
あ
い
ら
ん
ど
広
場
指

　

定
管
理
者　

太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱

�
�
�
��
���

　

古
平
町
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
要
旨
】
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の

　

２
第
６
項
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を

　

求
め
た
も
の
で
す
。

【
内
容
】
古
平
町
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

　

指
定
管
理
者　
　

㈱
東
洋
実
業

�
�
�
��
���

　

古
平
家
族
旅
行
村
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

【
要
旨
】
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の

　

２
第
６
項
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を

　

求
め
た
も
の
で
す
。

【
内
容
】
古
平
家
族
旅
行
村
指
定
管
理

　

者
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱

�
�
�
�
�
�

　

古
平
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

【
要
旨
】
任
期
満
了
に
伴
い
、
地
方
自

　

治
法
第
１
８
２
条
第
１
項
並
び
に
第

　

２
項
の
規
定
に
よ
る
選
挙

【
内
容
】
次
の
方
々
が
議
会
に
お
い
て

　

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員　

　

・
斎
藤
睦
子　

・
大
島
敏
子

　

・
佐
々
木
鉄
男
・
北
浜　

哲

　

選
挙
管
理
補
充
員

　

・
住
吉　

巧　

・
須
田
嘉
勝

　

・
小
澤　

正　

・
八
戸
美
喜
子

�
�
�
�
�
�
�

　

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
に
反
対
す

る
意
見
書

【
要
旨
】
関
税
撤
廃
を
原
則
と
す
る
Ｔ

　

Ｐ
Ｐ
協
定
に
は
参
加
し
な
い
こ
と
を

　

強
く
国
に
要
望
す
る
意
見
書
を
可
決

�
�
�
�
�
�
�

　

日
本
海
海
域
に
お
け
る
サ
ク
ラ
マ
ス

資
源
造
成
に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
を

求
め
る
陳
情
書

【
要
旨
】
日
本
海
の
サ
ク
ラ
マ
ス
資
源

　

造
成
に
つ
い
て
河
床
の
整
備
、
河
川

　

環
境
の
改
善
、
既
設
治
水
ダ
ム
の
ス

　

リ
ッ
ト
化
等
を
早
急
に
実
施
す
る
よ

　

う
北
海
道
に
対
す
る
意
見
書
提
出
を

　

可
決

�
�
�
�
�
�
�

　

介
護
保
険
料
の
負
担
増
軽
減
等
に
関

す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

【
要
旨
】
国
と
道
に
お
い
て
介
護
保
険

　

料
値
上
げ
を
抑
止
す
る
よ
う
特
別
の

　

対
策
を
と
る
よ
う
強
く
国
に
要
望
す

　

る
意
見
書
を
可
決

　

町
民
の
要
望
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
陳
情
・
請
願

が
あ
り
ま
す
。

違
い
は
・
・
・

　

請
願
→
議
員
の
紹
介
の
あ
る
も
の

　

陳
情
→
議
員
の
紹
介
の
な
い
も
の

　

議
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
・
請
願
は
、

通
常
所
管
す
る
委
員
会
に
付
託
さ
れ
慎

重
に
審
議
し
、
本
会
議
で
採
否
を
決
定

し
ま
す
。

　

両
者
と
も
性
質
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
陳
情
」は
、議
長
が
必
要
と
認
め

る
も
の
の
み
本
会
議
で
取
り
扱
い
ま
す
。

　
「
陳
情
」「
請
願
」
は
ど
な
た
で
も
で

き
ま
す
が
、
先
に
記
載
し
た
と
お
り

「
請
願
」
は
古
平
町
議
会
議
員
１
名
以

上
の
紹
介
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 
請
願
の
仕
方
・
・
・ 

　

請
願
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
権
利

で
す
。
年
齢
、
職
業
、
住
所
そ
の
他
の

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
議
会
に
請
願

さ
れ
る
方
は
、
次
の
要
領
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

 
請
願
の
要
領 

　

①
件
名
、
請
願
要
旨
、
請
願
理
由
を
、

　
　

な
る
べ
く
簡
単
に
記
載
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。

　

②
提
出
年
月
日
、
住
所
、
氏
名
を
記

　
　

載
し
、
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

　

③
請
願
す
る
に
は
、
紹
介
議
員
が
必

　
　

要
で
す
。
必
ず
議
員
に
署
名
又
は

　
　

記
名
押
印
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

　
　

い
。

　

④
道
路
・
河
川
な
ど
、
場
所
に
関
す

　
　

る
も
の
は
、
調
査
の
う
え
、
正
式

　
　

な
名
称
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

�
�
�
�
�
�
�
�
	

��������
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内容

件名　○○○請願
要旨　＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊
理由　＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊
上記のとおり、地方自治法第124条
の規定により請願いたします。

平成○年○月○日
住所　＊＊＊＊＊
氏名　＊　＊　＊　＊印

古平町議会議長　○○　○○様

表紙

○○○請願書

紹介議員○○　○○
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○
一
般
幹
部
候
補
生

　
　
　

（
一
般
・
技
術
・
薬
剤
・
歯
科
）

○
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

　

細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
、
次
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
樽
地
域
事
務
所

（
小
樽
市
稲
穂
２
―　

―
４

22

　
　
　
　
　
　
　
　
　

樽
石
ビ
ル
２
Ｆ
）

�
０
１
３
４
―　

―
５
５
２
１

２２

　

北
海
道
で
は
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
を
利
用
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
法
人
道
民
税
・
法

人
事
業
税
の
申
告
受
付
が
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
で
き
る
の
は
、
北
海
道
に
申
告
を

行
う
納
税
義
務
者
（
税
理
士
等
代
理
人
を

含
む
）
で
、
利
用
届
出
の
手
続
き
を
さ
れ

て
い
る
方
で
す
。

　

利
用
開
始
の
手
続
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

小
樽
道
税
事
務
所
課
税
課
事
業
税
間
税
係

�
０
１
３
４
―　

―
９
４
９
２

２３

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
高
等
学
校

の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
全
国
ど
こ

か
ら
で
も
入
学
可
能
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
た
特
色
あ
る
教
育
課

程
で
、
３
年
間
で
高
校
卒
業
資
格
を
取
得

で
き
ま
す
。
登
校
は
月
に
１
〜
２
回
程
度

で
す
。
ま
ず
は
、
入
学
願
書
と
入
学
案
内

書
を
ご
請
求
下
さ
い
。

◆
募
集
内
容
…
広
域
通
信
制
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
　
　
　
　
　

高
等
学
校
普
通
科

◆
願
書
受
付
期
間
…
４
月　

日
必
着
ま
で
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◆
願
書
・
入
学
案
内
請
求
先
…

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

電　

話
０
４
２
―
５
７
２
―
３
１
５
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
―
５
７
４
―
１
０
０
６

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
〈
住
民
税
及
び

23

個
人
事
業
税
〉
の
確
定
申
告
の
受
付
が
２

月　

日
（
木
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
（
還
付

１６
申
告
は
１
月
か
ら
受
け
付
け
て
ま
す
）。

　

所
得
税〈
住
民
税
及
び
個
人
事
業
税
〉は

３
月　

日（
木
）、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

１５

税
（
個
人
事
業
者
）
は
３
月　

日
（
金
）

30

ま
で
で
す
。

　

確
定
申
告
書
は
、
「
前
年
の
申
告
書
控

え
」
や
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
な
ど
を

参
考
に
ご
自
分
で
作
成
し
、
お
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で

簡
単
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
作
成
し
た
申
告
書
は
、
そ
の
ま
ま
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
で
送
信
で
き
る
ほ
か
、
印
刷

し
て
郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
分
の
確
定
申
告
書
を

22

ご
自
宅
で
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て

提
出
さ
れ
た
方
又
は
税
務
署
な
ど
の
申
告

会
場
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
提
出
さ
れ

た
方
の
う
ち
、
利
用
者
識
別
番
号
や
予
定

納
税
額
等
を
お
知
ら
せ
す
る
必
要
が
あ
る

方
は
、
１
月
下
旬
に
「
確
定
申
告
の
お
知

ら
せ
」
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
会
場
に
お
越
し
の
際
に
は
、

「
前
年
の
申
告
書
控
え
」
、
確
定
申
告
に

必
要
な
書
類
及
び
印
鑑
を
ご
持
参
下
さ
い
。

（「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
て

い
る
方
は
そ
の
お
知
ら
せ
も
持
参
し
て
く

だ
さ
い
）。

　

詳
し
く
は
、
余
市
税
務
署

（�
　

―
２
０
９
３
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

２２

い
。

※
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
等
）
は
、
確
定
申
告
の
受
付
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

内
閣
府
で
は
、
平
成　

年
度
に
実
施
す

24

る
国
際
交
流
事
業
（「
国
際
青
年
育
成
交

流
」
「
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
」

「
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
」
「
青
年

社
会
活
動
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
「
世
界
青
年
の
船
」
「
東
南
ア
ジ
ア

青
年
の
船
」）
の
参
加
青
年
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
内
閣
府
子
ど
も
若

者
・
子
育
て
施
策
総
合
推
進
室
青
年
交
流

担
当
（�
０
３
―
３
５
８
１
―
１
１
８
１

　

ま
た
は
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
国

際
課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ�
０
１
１
―
２

３
１
―
４
１
１
１
ま
で
。

�
��
��
�
�
�
�

戦
に
つ
い
て

【
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
】

戦
に
つ
い
て

【
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
】

�
���
����

�
�
�	

��
�
��
�

�
���
����

�
�
��
	

���
�


�
��
�
���
���
�

�
�
��
��
�

戦
に
つ
い
て

【
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
普
通
科
生

徒
募
集
】

戦
に
つ
い
て

【
法
人
道
民
税
・
法
人
事
業
税
の
申

告
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
で
き

ま
す
】

�
�
���
����

�
�
	

��
	�

	��
�

戦
に
つ
い
て

【
青
年
国
際
交
流
事
業
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
？
】

�
���
��
�
�
�
�
�	


�
��
�
��
�
�
�
��
�
�
�
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　我が国固有の領土である歯舞群島、色丹島、国後島及び択捉島からなる北方四島の早期返還の
実現については、道民はもとより国民の長年にわたる悲願であります。この領土問題解決のため、
日露両国間では、精力的な外交交渉が続けられていますが、北方領土返還要求運動が始まってか
ら６０年以上が経過した現在でも、具体的な返還への道筋は見えないままとなっています。
　こうした、国の外交交渉を積極的に後押しし、道民世論の結集を図るため、２月７日の「北方
領土の日」を中心に北海道独自の取り組みとして「北方領土の日特別啓発期間」を定め、一層強
力に北方領土問題の啓発活動を展開します。

　古平出身の首都圏在住者でつくる東京古平会（堀　由清会長）の定例総会が、昨年暮れの１２月３日
に東京都内のレストランで例年どおり開催されました。記念撮影後も参加者が増えて最終的には４５名
となり、新入会員も今まで知らなかったと言って故郷談義に花を咲かせておりました。
　今回も札幌古平会の水見会長や役員方も参加されて交流を深めておりましたが、古平からは古平福祉
会の木村理事長と町史編纂専門員の村井先生も初めて参加され、特別講師の村井先生は「みがきにしん」
を題材にした大変面白い話をされておりました。また、本間順司町長からは今年も口説き話に封印をし
ながら、小学校工事の進捗状況や今後の防災対策などの説明をしておりましたが、会員からは泊原発の
現状に対する質問も飛び出して故郷を案ずる一齣もあり、町長は丁寧に説明をしておりました。
　席上、神社祭りのビデオが流れますとやはり懐かしく見入る人が多く、いつものとおり琴平神社例大
祭に対するカンパを募ったところ快く賛同していただき、今年の例大祭のツアー見学の約束をしながら、
町長は預かってきた５万円を神社に奉納しております。又、総会の締めはやはり顧問である河原木浩司
さんのハーモニカ伴奏で故郷の歌を合唱し、古平土産を手に再会を誓い合ってお開きとなりましたが、
中々別れ難くて大勢の方が居残り、一次会と同じ大きなホールで二次会も盛り上がっておりました。

������������	�������������
�����������������������	
���

�������	
�
　1855年　日露通行条約　　　択捉島とウルップ島の間の国境が確認される
　1875年　樺太千島交換条約　千島列島をロシアから譲り受けるかわりに樺太全島を放棄
　1905年　ポーツマス条約　　樺太の北緯５０度の南樺太を譲り受ける
　1951年　サンフランシスコ平和条約　南樺太と千島列島を放棄
�������	
�����������	
�������������

��������������������������������������	
����������

����������������						�������	�	
����
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　地震がおそろしいといわれる理由の一つに、何の前触れもなく、
突然、大地が揺れだすということがあげられます。例え数秒程度
のわずかな時間であっても、大きく揺れる前にそのことを知って、事前に身構えるなどの対応を取るこ
とができれば、自らの命を守ることが出来るかもしれません。これを可能にするのが、気象庁が発表す
る�������	です。
　�������	は、震源に近い観測点で地震を検知し、直ちに震源の位置や地震の規模（マグニチュー
ド）、各地の震度などを推定し、大きな揺れが迫っていることをお知らせすることを目指す情報です。こ
の情報を聞いて、大きな揺れが始まる前に危険回避行動を取ることができれば、地震被害の軽減が期待
できます。
　しかし、������には、情報の提供から大きな揺れが始まるまでの時間が長い場合でも数十秒程
度であり、①　震源に近いところでは、情報の提供が主要動の到達に間に合わない場合がある、②　震源、
マグニチュード、震度等の予測の精度が十分でない場合がある、などの技術的な限界があります。その
ため、������を有効に活用し、身の安全を図っていただくためには、情報を受けたときにどのよう
に行動すれば良いかという�������	
�	��を理解していただくことが重要です。
　なお、������の詳細等については……
　気象庁ホームページ �����������	
��
��	��
���	��	��������������	
�����	���
���をご覧くだ
さい。

�������	
�	��　「周囲の状況に応じて、あわてずに、まず身の安全を確保する」

��������	
�������������

��������

　　○　頭を保護し、大きな家具からは離れ、丈夫な机の下などに隠れる
　　○　あわてて外へ飛び出さない
　　○　その場で火を消せる場合は火の始末、火元から離れている場合は
　　　無理して消火しない

�������	
���������

　　○　基本的には施設の従業員等の指示に従う
　　○　その場で、頭を保護し、揺れに備えて身構える
　　○　あわてて出口・階段などに殺到しない

��������

　　○ ブロック塀の倒壊、自動販売機の転倒、ビルからの壁、看板、割れたガラスの落下に注意

�������	
���

　　○　自動車運転中は、後続の車が情報を聞いていないおそれがあることを考慮し、あわててスピー 
　　　ドを落とさない。ハザードランプを点灯し、まわりの車に注意を促したのち、緩やかにスピード
　　　を落とし、大きな揺れを感じたら、道路状況を確認して安全な場所に停止
　　○　鉄道・バスに乗車中は、つり革、手すりなどにしっかりつかまる
　　○　エレベーター利用中は、最寄りの階で停止させ、速やかにエレベーターから降りる

�����������	
������������������

�����������	
��������	����������
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ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た（
敬
称
略
）

◎
現
金　

　

１
０
０
、
０
０
０
円

　
　

㈲
和
信
自
動
車
工
業
代
表
取
締
役　
 　

　
　
　
　
　
　

加
我　

孝
芳
（
浜　

５
）

　

１
０
０
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

高
見　
　

貞
（
清　

住
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
��
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
��
��
 �
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
��
��
��
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
��
��
��
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��
��
��
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
��
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
��
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
��
�
�
��
�
�
��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
��
��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
��
��
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
��
��
�

�
�
�
��
��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
��
��
���
�

堀　
　

光
雄

高
見　

久
夫

中
村　

フ
ミ

長
谷
昭
太
利

阿
部　

ス
ヱ

東
野　

ヤ
ヱ

金
澤　

経
子

さ 
 ん

さ 
 ん

さ 
 ん

さ 
 ん

さ 
 ん

さ 
 ん

さ 
 ん

86
歳

88
歳

87
歳

81
歳

90
歳

79
歳

87
歳

12
・
９

12
・
12

12
・
15

12
・
16

12
・
19

12
・
25

12
・
30

港　

町

清　

住

浜　

３

入
船
町

本　

町

浜　

１

旭　

町

　

平
成　

年
中
の
古
平
町
に
お
い
て
発

23

生
し
た
事
件
・
取
扱
件
数
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

◆
刑
法
犯
関
係

・
空
き
巣
等　
　
　
　
　
　
　

１
件

・
車
上
ね
ら
い　
　
　
　
　
　

３
件

・
住
居
侵
入　
　
　
　
　
　
　

２
件

・
器
物
損
壊　
　
　
　
　
　
　

１
件

・
窃
盗
（
非
侵
入
盗
そ
の
他
）
６
件

◆
特
別
法
犯
関
係

・
水
産
保
護
法
（
サ
ケ
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
件
１
名

◆
交
通
事
故
関
係

・
人
身
事
故　
　
　
　
　
　
　

３
件

・
物
損
事
故　
　
　
　
　
　
　
　

件
43
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平
尾　
 
美  
結 
み 

ゆ

ちゃ
ん

12
・
10
光
一
郎
さ 
 ん

港　

町


